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ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
ご
紹
介

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

金
賞
▼
笠
松
青
夏
（
北
郷
６
）

佐
々
木
弥
法
（
勝
山
中
部
１
）

中
村
ひ
か
り
（
鹿
谷
４
）
黒
田

菜
々
美
（
荒
土
２
）
牧
野
花
耶

（
鹿
谷
１
）

銀 

賞
▼
中
村
陽
人（
勝
山
南
部
３
）

近
藤
華
凜
（
北
郷
６
）
酒
井
怜

慈
（
村
岡
５
）
山
内
義
翔
（
鹿

谷
４
）
木
下
ゆ
き
（
北
郷
４
）

髙
田
勇
豊
（
成
器
南
２
）
鈴
木

陽
介（
荒
土
２
）中
道
汰
我（
鹿

谷
１
）
竹
内
琢
翔
（
鹿
谷
１
）

銅 

賞
▼
松
田
萌
香（
勝
山
南
部
３
）

山
本
拓
磨
、
荒
井
優
花
、
川
口

彩
里
（
勝
山
南
部
２
）
加
藤
ほ

の
か
（
勝
山
中
部
１
）
田
中
優

花
（
北
郷
６
）
酒
井
春
音
（
三

室
５
）
吉
田
龍
真
（
鹿
谷
４
）

山
内
悠
聖
、
安
居
美
咲
、
小
林

千
里
（
鹿
谷
３
）
土
田
愛
大
、

土
田
弥
輝
（
荒
土
２
）
森
下
信

佑
、
後
藤
ま
い
（
鹿
谷
１
）

※
市
内
入
賞
者
の
み
掲
載

※ 

11
月
18
日
㈮
〜
21
日
㈪
に
勝
山

サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て
金
賞
・
銀
賞

作
品
を
展
示

恐 

竜
博
物
館
賞
▼
小
山
莉
暖
（
北

保
・
年
中
）

金 

賞
▼
小
池
竣
也
（
三
室
６
）
沼

田
伍
生
（
成
器
西
５
）
中
村
葵

（
成
器
南
４
）
松
田
篤
武
（
成

器
南
３
）
廣
田
篤
紀
（
成
器
南

２
）
鈴
木
瑞
季
（
鹿
谷
１
）
石

川
友
唯
（
北
郷
わ
し
の
こ
保
・

年
長
）
山
口
大
杜
（
鹿
谷
保
・

年
中
）

銀 

賞
▼
嶋
田
彩
乃
（
鹿
谷
６
）
松

村
和
晃
（
北
郷
５
）
山
内
柊
依

（
三
室
５
）
立
壁
史
月
（
成
器

西
４
）
斎
藤
遥
（
鹿
谷
３
）
森

下
絢
加
（
成
器
南
３
）
竹
内
瑛

汰
（
北
郷
２
）
斎
藤
流
碧
（
成

器
南
２
）
東
野
晃
士
（
成
器
西

１
）
松
井
香
穏
（
成
器
南
１
）

斎
藤
珠
梨
（
北
保
・
年
長
）
小

林
絆
真
（
平
泉
寺
保
・
年
中
）

銅 

賞
▼
別
田
祥
太
、三
谷
充
仁（
成

器
西
６
）
向
井
海
瑠
（
成
器
西

５
）
川
村
真
穂
（
北
郷
５
）
石

井
颯
人
（
荒
土
５
）
鳥
山
昊
希
、

髙
川
真
衣
（
成
器
南
４
）
田
中

清
志
朗
（
成
器
南
３
）
上
杉
乙

（
成
器
西
２
）
木
下
遥
翔
（
野

向
２
）
矢
戸
和
奏
（
成
器
西
１
）

安
岡
倫
太
郎
（
成
器
南
１
）
多

田
梅
桃
（
野
向
保
・
年
長
）
鷲

田
剛
暢
（
勝
山
中
部
幼
・
年
長
）

布
川
昊
（
松
文
保
・
年
長
）
小

林
柊
羽
（
南
保
・
年
中
）
石
田

琉
偉
斗
（
鹿
谷
保
・
年
中
）
多

田
結
奏
（
勝
山
中
部
幼
・
年
中
）

※
市
内
入
賞
者
の
み
掲
載

※ 

11
月
20
日
㈰
ま
で
、
か
つ
や
ま

恐
竜
の
森
で
作
品
を
展
示

勝 

山
市
教
育
委
員
会
賞
▼
白
野
彩

和
（
成
器
西
２
）

地 

域
遺
産
賞
▼
谷
優
希
（
成
器
西

５
）
上
山
雄
生
（
平
泉
寺
１
）

青
少
年
健
全
育
成
啓
発

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

「
恐
竜
を
描
こ
う
」

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

「
絵
で
伝
え
よ
う
！
わ
た
し
の

町
の
た
か
ら
も
の
」
絵
画
展

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

「
マ
イ
ワ
ー
ク
か
つ
や
ま
」

に
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
設
置

　

市
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ

て
の
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
申
請
の
お
手
伝
い
は
11
月
25
日

㈮
で
終
了
し
ま
す
。

　

申
請
希
望
の
方
は
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
（
通
知
カ
ー

ド
）
の
下
部
分
を
持
っ
て
、
お
早

め
に
左
記
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
を
利
用
し
た
申
請
の
お
手
伝

い
は
続
け
て
行
い
ま
す

問　

市
民
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
２

　
「
マ
イ
ワ
ー
ク
か
つ
や
ま
」（
勝

山
市
地
域
職
業
相
談
室
）
で
は
、

お
子
さ
ま
連
れ
で
も
利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

仕
事
を
お
探
し
の
際
は
、
ぜ
ひ

「
マ
イ
ワ
ー
ク
か
つ
や
ま
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

利 

用
時
間
▼
平
日
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時

と 

こ
ろ
▼
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階

問　

マ
イ
ワ
ー
ク
か
つ
や
ま

☎
88
‐
１
２
８
６

みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう相手の気持ち　
未来へつなげよう　違いを認め合う心～

　1948年12月10日 に
「世界人権宣言」が採択
され、日本ではその翌年
から、毎年12月４日～
10日の1週間を「人権週間」と定めています。
　皆さんもこの機会に「思いやりの心」や「かけが
えのない命」について考えてみませんか？
定例相談
　毎月第１・３水曜日に、教育会館で人権相談をお
受けしています。相談無料、予約は不要です。お気
軽にお越しください。
問　未来創造課（市役所２階）☎88－1115

第68回人権週間　12月4日㈰～ 10日㈯
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク

のえみ
’s

Englis
h

Colum
n

　

自
然
の
中
を
歩
き
回
る
と
、
そ
の

時
々
で
発
見
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

科
学
的
な
大
発
見
と
い
う
の
は
な
か
な

か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
が
こ
れ
ま
で

見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
も
の
、
近
く
を

通
っ
て
い
た
の
に
気
付
か
な
か
っ
た
も

の
に
巡
り
合
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
こ
最
近
、
歩
き
回
っ
て

見
つ
け
た
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

小
学
校
の
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
で
使
え

る
素
材
は
な
い
か
と
、
滝
波
川
上
流
を

川
沿
い
に
歩
い
た
時
に
見
つ
け
た
巨
大

岩
塊
で
す
。
高
さ
10
ｍ
く
ら
い
の
こ
の

岩
は
、
凝
灰
角
礫
岩
と
い
う
火
山
の
噴

火
に
伴
っ
て
形
成
さ
れ
る
岩
石
で
す

が
、
周
囲
の
崖
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る

岩
石
（
恐
竜
化
石
の
産
出
で
有
名
な
手

取
層
群
の
地
層
）
で
で
き
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
巨
岩
は
ど
こ
か
ら
や
っ

て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

大
矢
谷
白
山
神
社
に
あ
る
巨
大
岩
塊

は
、
数
万
年
前
の
経
ヶ
岳
火
山
の
山
体

崩
壊
で
崩
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
同

じ
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う

か
？
は
た
ま
た
、
川
に
よ
っ

て
流
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
？

　

お
そ
ら
く
、
後
者
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
山
体
崩
壊
に
よ
っ
て
運

ば
れ
て
き
た
と
す
る
と
、
周
囲
に
も
そ

う
い
っ
た
証
拠
が
見
ら
れ
る
は
ず
で
す

が
、
全
く
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
谷
の

両
岸
の
尾
根
に
は
、
経
ヶ
岳
火
山
の
活

動
と
同
時
期
に
活
動
し
た
火
山
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
岩
石
が
分
布
し
て
い
ま

す
。
こ
の
巨
大
な
岩
塊
は
、
滝
波
川
本

流
、
も
し
く
は
両
岸
の
尾
根
を
源
と
す

る
谷
伝
い
に
発
生
し
た
土
石
流
の
証
拠

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
一
日
一
日
、
寒
さ
も
増
し

て
冬
に
近
づ
い
て
行
き
ま
す
。
今
シ
ー

ズ
ン
残
さ
れ
た
数
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を

活
か
し
て
身
近
な
自
然
に
触
れ
合
い
、

思
考
ゲ
ー
ム
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問 　

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市

役
所
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
２
６

－第21回－　自然の中での思考ゲーム－第21回－　自然の中での思考ゲーム

滝波川河床の巨大な岩塊

大矢谷白山神社の巨大岩塊

I am excited to see the 
impressive Katsuyama City snow

I moved to Katsuyama City in August of this year, and although 
I am still learning the ropes, I think I have slowly gotten used to 
life here. Fall has already come, and this is my fi rst time 
experiencing autumn in Japan. I am looking forward to seeing the autumn 
leaves that are a hallmark of this season. I am currently preparing myself for winter, as I 
expect that the recent cool weather is nothing compared to how cold winter will be.  
Having lived in warm Hawaii, I am not used to the cold, but I am excited to see the 
impressive Katsuyama City snow that everyone is telling me about!

　今年の８月から勝山市に住み始めて、まだ日の浅い私ですが少しずつ勝山市での生活に慣れてきた
と思います。もう秋になりましたが、私が日本で秋を経験するのは初めてのことです。この季節なら
ではの紅葉を楽しみにしています。最近の肌寒い気候は、まだ寒いうちには入らないでしょうから、
これから、もっと気温が下がることを予想して寒さ対策をしているところです。私は暖かいハワイに
住んでいたので、寒さには慣れていませんが、皆さんから勝山市の雪は凄いとお聞きしているので今
から雪をとても楽しみにしています！

問　未来創造課（市役所２階）　☎88－1117


